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女性の 意識 と教育

研究の 目的

平成 元年以来、女性の 地位や 役割 を規定す る要因の
一

つ と し て ．こ れ に 関す る女性 自身の 考え方が重要 な意

味を持っ て い るの では ない か とい う前提の も と、女性

の 地位や 役割 に関す る意 識調 査 を実 施 してき た 。 その

　緒果 の
一

部は 本 学会第 42 回 大 会 に お い て 「女性 意 識

　の 構造」 とい うタ イ トル で 発表 した。今 回 の 発表 は前

　回に 続 くもの で、研究の 目的や・分析の 方法 はほ ぼ 共通

　であ る c 前回 の 調 査 では対 象者 は 山 形 県に 隈 られ て い

　た a 今回は各 県の 比較 をす るため に、山 形県、岩手県、

　宮城県 ．福 島 県 と対象 者 を拡大 した。

　一般 に 意識 を分析 す る場合 ．年齢 ．学 歴、職業な どの

　属性 との 関連をみ るの が普 通であ る e 前回の 調査にお

　い て は ．と くに 就 業 してい る女 性 と就業 してい ない 女

　性の 意 識 を比 較す る こ とに よ っ て、就業が意識の 変革

　に つ なが る か ど うか を検討 した。そ のた め家の 職業と

　本 人 の 喊業か ら生 活 黷型を設定 し、それ を分析軸 と し

　た ．分析 の 結 果 を要約す れ ば次 の よ うに 述べ る こ と が

　で き る 。
「就業す る こ とは意識 に い ろ い ろ影響 を与 え

　てい る こ と がわ か っ た 。しか し．就業が そ の まま、男

　女の平 等意識の 発展に つ なが るもの ではない こ とも明

　らか とな っ た。」 また、男女の 役割を柔欷に考 える こ

　 とが男女 差 別、女性 の 自立 な どの 意 識 と関連 して い る

　こ と もわ か っ た。男女の 役割を固定的に 考え るか柔軟

　に 考 えるか とい うこ とは あ る程度 、教育程度 と関係す

　る の で はない か と推 測され る 。（研 究代 表 者、佐 々 木

　徹郎 「女性の 地位 と役割
一
比較社会学的研究」 平 成元

　
・2年 度科 学研 究 費補 助 金一般 研究 B ．研 究成果 報告

　書 、平成 3 年3 月、25 ペ ージ）

　こ の 結論 を受けて．平成5 年 に 再び調査 を実施した 。

　こ の 調 査 では 対 象者 の 居住地 を東北 4 県 に 拡大する と

　と も に 、調 査項 目の
一部 を修正 し た 。今 回 発表 す る の

　は こ の 調査 の 結果 の
一

部であ る。

研究方法

　 1 ）方法

　　前回 の 調査と 同 じよ うに 、公立．市立．私立の 高等

　 　学 校 よ り所在 地 、規模 、学科 構 成等 の 観 点 か ら で き

　　るだけ県 全体 を代表 す る よ うに対象 校を選 択 し、2

　　年の 生徒全体に 対 し調 査票 を配 布 して 、母 親に 記 入

　 　 して も らっ た ．

　　　　　　 佐々木徹郎 （山 形県立米沢女子短期入 学 ）

2 ）生 徒の 性別 回収数 は 次の 通 りで あ る 。

　 　 　 　 　 男

岩 手県 　 　 641

宮城県　　 604

山 形 県　 　 782

福島県　　 435

全　 体　 　2462
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女

6125906928282922

性別 不 明 　合 計

　 3　　　1256

　 3　 　 　 1197

　 3　 　 　 1677

　 4　 　 ユ267

　 正3　　 5397

以下 の 分析 に お い ては と くに意議 と教育程 度との 関連

　を重視 した 。

1 ．対象者の 属性

　年齢は40 歳代が 中心 （57，8汾 、つ い で 5 ‘）歳 代 、

　（24．5X） となっ て い る。学歴 は大半 （52、5め が高 佼卒、

　次 に 義務 教 育 （18．6Pt）、専 門学 校 （13．711，）．短　大

　 （8．2％）六学 【3．9  であ る 。 家の 職業は 半数 （53．4X；）

　がサ ラ リ
ーマ ン家 庭 で あるが 、次 に 多い 兼 業農 家 も約

　2 割 （19．6X）を しめ て い る。

2 ．家庭 にお け る女性の 役割

　家庭 生活 に お け る女性の 役割 をみ る と、就業して い る

か ど うか に かか わ らず、圭婦が 家事 を担当 して い るこ

　とが一
般的であ る。調査 に よれ ば、夕食の 支度 を主 と

　して担当する 者は 「自分」　（38．9X）が多 く、 と く に

　高学歴の 女性に 多 い 。高学歴 に は 夫婦 家族が 多い た め

　と 思わ れ る 。

　妻 が働 い て い る場合 、食事 を誰 が担 当すべ きか とい う

　問題は女性の 役割とい う点か ら重要 で ある．こ れ に つ

　い て は 、回答 者 の 約 半 分 は 「夫婦 に か か わ らず時 聞 の

　あ る者」 と答えて い る が 、働い て い て も妻が担 当す べ

　き であ る とい うの が 4 分の 1 以上 r27，1幻 い る 、

3 ．女性 と仕事

　対 象女性 の 大部 分 （8邸 ） は仕事 に従 事 して お り ．無

　職は約 1割で あ る。働 く女性の 大部分 は 常勤の 佳事 を

　 して い る。常勤 は と くに 山 形県 に 多 い 。職 種 は機 械 の

　組立か ら事務員、ス ーパーの レ ジな ど様 々 であ る ，結

　婚前後の 職歴をみ る と大 部分は途中で 退職 し、再就職

　 して い る 。退 職 し な い で ず っ と常 勤 を続 け て い る の は

　大 学卒が多い 。

　働い て い る理 由をみ る と．7 割が生 活 費．家計 補助 ．

　子 どもの 教育費な ど経済的 理 由をあげ てお り、自分の
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　能力．資格を生 か すため や社会参加などは極め て少な

　い 。大 部分が働い てい て良か っ た と答 え て い る 。

女性の仕事が固 定化 し、限定され てい る こ とに つ い て

　は 、・多数 （63．2X ）が 能力 を 生 か す 仕 事に 就けるべ き

　と答 え てい るが、約 3割 は補助 的 な仕事 に しか就 くの

　は やむ を得ない とか、今 ま で の 習慣 で 仕方が ない な ど

　とあ き らめ てい る。しか し．学歴 が高け れ ば高い ほ ど

　積極的な考 え 方 を して い る。

　女性の 就業に つ い ては、約 6割が 結婚出産 でい っ た ん

退 職 して ．再び就業すべ き で ある と答 え て い るが ．結

婚 出産 でも仕 事を 継続すべ き で ある と い う考 え方 も約

　2翻あ る 。と く に 山 形県の 女性に は継続すべ きであ る

　との 考 え 方が強い 。女性は 勤 め に で る べ き で ない とい

　うの は 極 め て 少な い （1，8x）。

　女 性 が働 く場 合 の家事 坦 当と女性 の 就業 に つ い ての 意

　識 をみ る と、学 歴の 差 が顕 著 で あ る ，教 育程 度が 高け

　れ ば 高い ほ ど、家庭での 男 女の 役割を柔歐に 考 えs 女

　性の 就業を是認する傾 向が強 い 。また ．経済以外の 理

　 由で 働 い て い る 女性 の 割 合 も増 え て き て い る 。

4 ．男 女差別

　食事の 際 の お か ずの 数、夫婦 の 学歴、女性 の 進学 な ど

　と関 連 し て、男 女の 差別意
．
識を分析 した．そ の 結果．

男 性に お かずの 数 を多 くつ け るこ とを是認す るか ど う

　かに つ い て は、教育程度 に よ る相違 は 明確 で ない 。し

　か し、夫婦 の 学 歴 の 在 り方 に つ い ては 対象 者の 学歴 の

　差 は明 らか であ る。一般 に 「男 女 同 じ く らい ∫ と答 え

　た もの が多数 であるが （60．7X ）、．男性が高 い 方が 望

　ましい とい う考 え方も全体の 4 分の 工である 。 しか し

　大学 出 は男性 が高い 方が望ま しい とす る者は 1割以 下

　 で、男性 優位 を否定 し、男女 同 じ程 度 を とる 割 合 が一

　番高い （7】．8＄） 。

5 三 女性の 自立

　働 い てい る女性 は、家 計を支え、自分で 自由に なるお

　金 をもち、夫に 依存す るこ とが少 な くな り．経済的に

　 は 自立 の 程 度 が 高 ま っ て い る 。しか し、老後 の 生活 に

　つ い て は 自立の 問題 が残 っ て い る ．、老後子 ども≧同居

　と した い （48．lll｝が半 数近 い が、別居 したい も3分

　あ1 （33．2M） を 占め てい る。ま た老 隆 の 生 活 費 は大部

　分 は （85．3X ＞は子 ど もに 頼 らない と考 え てい るが 、

　子 どもに 依存 したい とい うの も約 1割 い る。この 二 つ

　の質 問 に対 する 回答の 組 み合 わせ か ら女性の 自立意 識

　として 次の 3 つ の タ イプ を設定 した 。 すなはち ．

　〔D　 「別居 独立型 」 こ れ は 同居 した く ない し生活費

　　　は白分で と答えた者で 1，705ケー
ス あっ た 。

　（2）　「同居依存型」、は同居したい し生 活 費も子供に

　　 頼る とい うもの で393ケー
ス ．

　（3）　「同 居独立型」 すな は ち同 居 し た い が生 活 費 は

　　　自分でが2
，
124ケ

ー
ス あ っ た。

　そ の 他 は 163ケー
ス で あ る 。

　別居 独立型 は教 育程度 が 高 けれ 1縞 い ほ ど多 く な っ て

　い る。同居 依存 型 は教 育程 度 と逆比 例 して い る ．

　こ の 自立意讖は女性の 役割意識と密接に 関連 しい る．

　妻が働 く場合 の 食事担 当に つ い て ．働 い て い て も妻 と

　答 え る者 の 割 合 は同居依存や 同 居独立型 で は別居 独立

　型 よ り多 くな っ て い る ．

6 ．意 識 の 再 生 産

親 の 意 識 は家庭 教 育や 子 へ の 期待な ど を通 して子 に 伝

　え られ る。

　親の 考 え る 理 想 的 な男 性 、女性は 子 の 配偶者の 選択に

　あ らわ れ る。息子 の 嫁と娘の 婿では どのよ うに違 うの

　であ ろ うか 。嫁．婿と も人 柄 、健康を 選 択す る割合が

　高 い 。つ ぎ に嫁 の 場合 は s 家事 処理 能 力、婿の 場 合は

本人の 職業が重視 され て い る。こ こ に も女性 は家庭、

　男 は 仕事 と い う考 え 方 が反 映 され て い る 。

　家庭教育で重視 した事項、子への 期 待で も子の 性 に よ

　る違い が 現れ てい る 。家庭教育 に つ い て は、男の 子 の

　場合重 視さ れ て い る の は 正 直 、忍耐、貴任 感な どで あ

　る。こ れ に 対 して女 の 子 の 場 台 、礼 儀 作法 、優 し く思

　い や りな どが男 の 子 よ り多 く選 択され て い る。

　子 ども の 卒業後の 進 路 を み ると、男 の 子 の 場合 、約半

　数以 上 （55．6X ）が大 学進 学を希 望す ると答 えてい る

　が ．女の 子 の 場 合 大学進学 希 望は 3分の 1　 （3L邸 ）

　だけで ある 。 男の 子 は社会に で るの で 上級の 学校へ 進

　めた い 、しか し．女の 子 は最終的に は結婚 して 家庭に

　は い るの で あ ま り学歴 をつ け る必 要 は ない とい う考 え

　方は
一般 に ま だ まだ強い 。しか し、大学 出の

・
母親 は、

　子 どもを大 学に 進学さ せ た い と い う希望 は強 く 、これ

　は男 の 子 でも女の 子で も変わ らない （男 の 子 86，7X、

　女の 子84．7X）。

　職 築別 で は 無 畷の 女性の 場 舎 、大 学 進学 の 希 望 は 男 の

　子で は 7割以 上 で あ る が、女の 子で は 半 数以 下 で あ る 。

　働 い て い る理 由と して 能力 資構 を隼か すため な ど経済

　以 外 をあ げ てい る女性 の 大 部分 　 C86．7X） が 男 の 子 の

　大 学進 学 を期 待 してい る。
’
しか し女の 子 に つ い て は 、

　4割以下　（39．4尾）で あ る。自立意識 も子 の 進学 と関

　連 してお り、男女 とも子 ども の 進学に つ い て高い 水準

　を期待するの は別居 独立 、同居独 立 、同居依存 の 順 序

　 であ る 。
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